
中部保健所　感染症情報 （第１０週）令和6年第１０週（3月4日～3月10日）

《定点報告》 令和6年第１０週（3月4日～3月10日）

A型 B型 不明

0歳 0.3

1～3歳 0.3 1.5 1.5 0.7 1.3

4～6歳 1.8 0.8 0.3 0.3 1.3 0.3 0.3

7～9歳 10.0 0.3 0.3 0.7

10～14歳 8.3 1.5 1.0

15～19歳 1.5 0.5

20歳以上 0.5 3.0 0.3 0.3 0.3

0.3 23.5

70歳以上
（再掲） 0.8

前週 0.5 21.3 21.8 5.8 1.0 3.7 0.3

※感染症発生動向調査について

感染症については、医師からの報告により全数を把握していますが、インフルエンザなど特定の

疾病ついては、指定された医療機関（定点）からの報告で発生状況を把握しています。

ここにあげた数値は、１定点あたりの平均の患者数となります。（定点医療機関数　インフルエンザ４、小児科３）  
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中部保健所管内ではインフルエンザの報告数が増加しており、注意報
レベルとなっています。そのほか、特に南部・大分市保健所管内で感染
者が多く報告されており、大分県では「注意報」が発令されています。
春休みや卒業式等により、人の移動や集まる機会が増えると予想され

ます。改めて、以下の点に注意をお願いします。

■インフルエンザの注意報発令について

★インフルエンザと新型コロナウイルス感染症の同時流行中

～感染予防・感染拡大防止に向けた注意喚起「４つのお願い」～
（１）「基本的な感染対策」で感染予防！

室内の換気、手洗いの励行、咳エチケット、場面に応じたマスク
着用など

（２）「ワクチン接種」で重症化予防！
高齢者や基礎疾患のある方は、特に接種をおすすめします

（３）「体調おかしいかな？」は休んで感染の拡大防止！
少しでも体調に異変を感じたら、躊躇せず休みましょう

（４）解熱剤等の常備薬を準備！
体調不良時の療養に備え、早めに準備しておきましょう

麻しんウイルスは感染力が非常に強く、空気感染等により、簡単に人
から人に感染します。免疫が不十分な人が感染すると、高い確率で発症
します。海外渡航後の感染、また国内での感染にも注意が必要です。
症状は、高熱、全身の発しん、咳、鼻水、目の充血などです。
症状がある場合、医療機関に電話等で麻しんの疑いがあることを伝

え、医療機関の指示に従ってください。医療機関への移動の際は公共交
通機関の利用を可能な限り避けてください。
特に海外から帰国後2週間程度は健康状態に注意しましょう。
予防にはワクチン接種が有効です。定期接種を受けましょう。ワクチ

ンを２回接種していない方（※）は予防接種を検討してください。
※特に、医療・教育関係者や海外渡航を計画している方

■麻しん（はしか）に注意！！
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掲載内容について、不明な点がある場合は、下記へお問い合わせください
中部保健所 Eメール　a12083@pref.oita.lg.jp

電話　0972-62-9171
FAX　 0972-62-9173
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◆由布市の傾向

Ａ型

B型

不明

※数値は、由布市内の独自定点3ヶ所の報告数

5.67 ↓( 15.33 ) 6.33 ↓( 7.00 ) 0.67 ↑( 0.00 ) 0.00 = ( 0.00 ) 0.00 = ( 0.00 ) 1.00 ↓( 2.00 )

18.41 ↑( 17.62 ) 6.71 ↓( 6.91 ) 10.86 ↑( 10.81 ) 0.14 ↑( 0.06 ) 0.08 ↑( 0.03 ) 3.83 ↑( 2.78 )

14.17 ↑( 9.50 ) 7.25 ↓( 8.50 ) 17.43 ↑( 15.71 ) 0.00 = ( 0.00 ) 0.00 = ( 0.00 ) 3.71 ↑( 3.14 )

26.06 ↓( 29.24 ) 7.53 ↓( 9.06 ) 16.18 ↑( 15.45 ) 0.18 ↑( 0.00 ) 0.09 ↑( 0.00 ) 4.73 ↑( 4.27 )

※数値は、一定点あたりの報告数。　　（　）は、先週報告分。

◆◇◆　由布保健部（由布市）感染症情報：第10週（3/4～3/10）

◆県内の傾向

インフルエンザ 新型コロナウイルス
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由布市
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●インフルエンザB型、新型コロナウイルスの報告が続いています。注意して下さい！

由布市の発生数は先週と比べ減少しましたが、県内では依然として注意報レベルが続いています。

引き続き感染予防・感染拡大防止に向けた、基本的な感染対策を心掛けてください。

●ノロウイルスによる感染性胃腸炎が流行する季節です。注意してください！
冬場はウイルス性食中毒（ノロウイルスなど）が発生しやすい季節です。

吐き気や嘔吐、下痢、腹痛などの症状が見られ、乳幼児や高齢者では下痢等により脱水症状を生じることもあります。

学校や福祉施設などでは集団発生も起きやすくなります。健康管理や手洗い等の予防策を徹底していきましょう！

●県内でＡ群溶血性レンサ球菌咽頭炎が増加しています。
Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎は子どもに多く見られる感染症で、突然の発熱と全身倦怠感、のどの痛み

によって発症し、しばしば嘔吐を伴います。また、舌にイチゴのようなツブツブができることもあります。

溶連菌は家族 間などで繰り返しかかることもありますので、うがい・手洗いをしっかり行いましょう。

注意報発

令基準値

警報開始基準値
警報開始基準値(インフル基準)

注意報発令基準値

(インフル基準)


